




●通常開催は2019年→2023年 3年ぶり
（2020年リアル開催 2021年オンライン開催 2022年リアル開催）

●CESはConsumer Electronics Showであることを再認識
・定番の家電系メーカー（LG、Sumsung,TCL,Hisence,Sony,Panasonic等）は継続出展
場所含め定番で安定の展⽰内容
・⽇本→韓国→中国への役割シフトが鮮明に
・韓国メーカーの⾼いデザイン⼒
・⽇本メーカーの特徴も際⽴つ

●⾃動⾞情報は不作 EV周辺分野が注⽬
・⾃動⾞メーカーの出展が減少（⽇本はゼロに）
・メルセデス、BMWのみ例年並み出展
・ベトナムメーカーの進出（初）
・ポータブル電源、充電器などEV周りの周辺機器ビジネスが拡充

●新興分野の新たな芽
・ゲーミング メタバース ヘルステック フードテック が新たな芽（発展）
・ロボティクス 産業モビリティは定番感

CES2023ダイジェスト





・3箇所に分かれた広⼤な会場キープ
・新たにTech East にWest Hallが増設されており、会場横断のためTesla Loopが新設。

CES2023会場
CES2023会場
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・3年ぶりの視察では、コロナ禍を超えた展⽰会の価値を感じた。
まずは多くの⼈々がリアル集まり、話し、展⽰物を現物⼤の⼤きさで⾒て触れられるありがたさであった。
直接の会話のみならず、周りから聞こえてくる会話や視線、⾏動により、皆が今何に関⼼を抱いているのかが⼿に取るよ
うにわかることである。これらの⼀次情報は我々デザイン研究者にとっては、ウェブやオンラインでは得られない資産で
あることを改めて認識した。

・展⽰においては、モノの魅⼒（プロダクトデザイン）の訴求はもはや基礎体⼒であり、多くの企業はそれらを通し顧客と
どのようにコミュニケーションを実現するかに関⼼はシフトしているようである。
例えば、Samsungは各家電の魅⼒伝達より、全体の世界観を訴求する展⽰となっており、BMWはクルマを展⽰舞台と
したコミュニケーションの実験場である。

・テクノロジーはセンシング技術を基盤に、ダイナミックかつ正確な動きで驚きを誘ったり、⼈々が意識しないレベルで⾃
動化を⾏い、我々の所作数を減らし有益な情報をもたらしてくれる。
例えばフードロボは社会課題解決⼿段のみならずその正確な動きに関⼼させられるし、SonyHondaのAFEELAは⼈が近
づくと⾃動でドアが開き、あたかもモノに⼈格を宿っているように思わせる意図があるそうである。

・個別の分野に⾔及すると、EVモビリティでは⾃動⾞そのものよりも、周辺ビジネスが勃興している。
特にバッテリーサービスや充電器などインフラの豊富な選択肢が、今後EVユーザーの満⾜度に⼤きく関係するであろう。

・ヘルステックも成⻑著しく、またデザインレベルも⾼い分野である。⽇々の⽣活の中で特別な所作を必要とせず健康管理
ができる製品とサービスは、我々の⽇常にさらに溶け込んでくるものと思われる。

まとめ




